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１５．資料 

●所得制限基準一覧表 

◎ 本人の所得限度額          単位：円（年間） 

扶養親族等の数 0 人 1 人 2 人 3 人 4 人 

特別障害者手当（国） 

障害児福祉手当（国） 
3,604,000 3,984,000 4,364,000 4,744,000 5,124,000 

心身障害者福祉手当（区） 
3,604,000 3,984,000 4,364,000 4,744,000 5,124,000 

重度心身障害者手当（都） 

児童育成手当（障害手当） 
3,604,000 3,984,000 4,364,000 4,744,000 5,124,000 

児童育成手当（育成手当） 

特別児童扶養手当（国） 4,596,000 4,976,000 5,356,000 5,736,000 6,116,000 

児童扶養手当（※） 
Ⅰ 490,000 870,000 1,250,000 1,630,000 2,010,000 

Ⅱ 1,920,000 2,300,000 2,680,000 3,060,000 3,440,000 

障害基礎年金 

（20 歳前障害）（※） 

特別障害給付金 

全額 

停止 
4,721,000 5,101,000 5,481,000 5,861,000 6,241,000 

一部 

停止 
3,704,000 4,084,000 4,464,000 4,844,000 5,224,000 

心身障害者医療費助成制度 3,604,000 3,984,000 4,364,000 4,744,000 5,124,000 

 ※所得計算は、区市町村民税の所得金額、控除金額をもとに行います。ただし、計算対象となる

所得や控除は区市町村民税と異なります。 

※児童扶養手当は、母または父が受給者であるときで、前年中に児童の父または母から養育費を

受け取っている場合、そのうちの 8 割の額が本人の所得に加算されます。Ⅰは全部支給、Ⅱは

一部支給の所得制限額です。 

※障害基礎年金（２０歳前障害）及び特別障害給付金は、老人扶養・特定扶養親族等がいるとき

は、別の基準となります。 

※この所得限度額は、令和６年 4 月 1 日現在の状況になります。限度額の改正等が行われる場

合がありますので、最新の限度額についてはお問い合わせください。 

 

◎ 配偶者または扶養義務者の所得限度額       単位：円（年間） 

扶養親族等の数 0 人 1 人 2 人 3 人 4 人 

特別障害者手当（国） 
6,287,000 6,536,000 6,749,000 6,962,000 7,175,000 

障害児福祉手当（国） 

心身障害者福祉手当（区） 
3,604,000 3,984,000 4,364,000 4,744,000 5,124,000 

重度心身障害者手当（都） 

特別児童扶養手当（国） 6,287,000 6,536,000 6,749,000 6,962,000 7,175,000 

児童扶養手当 2,360,000 2,740,000 3,120,000 3,500,000 3,880,000 

心身障害者医療費助成制度 3,604,000 3,984,000 4,364,000 4,744,000 5,124,000 

 ※この所得限度額は、令和６年 4 月 1 日現在の状況になります。限度額の改正等が行われる場

合がありますので、最新の限度額についてはお問い合わせください。 
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●難病医療費助成対象疾病一覧 

（１）国が指定する助成対象疾病（五十音順）       
※印：令和 6 年４月１日から追加された疾病です。 
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※印：令和 6 年４月１日から追加された疾病です。 
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（２）都が単独で指定している医療費等助成対象疾病 

番号 病名 番号 病名 

都 80 原発性骨髄線維症 都 88 古典的特発性好酸球増多症候群 

都 77 悪性高血圧 都 91 びまん性汎細気管支炎 

都 83 母斑症（指定難病を除く。） 都 95 遺伝性ＱＴ延長症候群 

都 866 肝内結石症 都 97 網膜脈絡膜萎縮症 

 

（３） 国の特定疾患治療研究事業対象疾病 

番

号 
病名 

 スモン 

 プリオン病（ヒト由来乾燥硬膜移植によるクロイツフェルト・ヤコブ病に限る） 

 

（４）特殊医療費疾病 

番

号 
病名 

 人工透析を必要とする腎不全 

 先天性血液凝固因子欠乏症等 
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●障害者総合支援法対象疾病一覧  
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●身体障害者障害程度等級表 

等級の判定は東京都心身障害者福祉センターで行います。（13 ページ参照） 

 

視

覚

障

害 

1 級 視力の良い方の眼の視力（※１）が 0.01 以下のもの 

2 級 

① 視力の良い方の眼の視力（※１）が 0.02 以上 0.0３以下のもの 

② 視力の良い方の眼の視力（※１）が 0.04 かつ他方の眼の視力が手動弁以下のもの 

③ 周辺視野角度（※２）の総和が左右眼それぞれ８０度以下かつ両眼中心視野角度（※３） 

が 28 度以下のもの 

④ 両眼開放視認点数が７０点以下かつ両眼中心視野視認点数が２０点以下のもの 

3 級 

① 視力の良い方の眼の視力（※１）が 0.04 以上 0.07 以下のもの(2 級の②に該当するも

のを除く。) 

② 視力の良い方の眼の視力(※１)が 0.08 かつ他方の眼の視力が手動弁以下のもの 

③ 周辺視野角度(※２)の総和が左右眼それぞれ８０度以下かつ両眼中心視野角度(※３)が

５６度以下のもの 

④ 両眼開放視認点数が７０点以下かつ両眼中心視野視認点数が４０点以下のもの 

4 級 

① 視力の良い方の眼の視力(※１)が 0.08 以上 0.1 以下のもの(3 級②に該当するものを除

く。) 

② 周辺視野角度(※２)の総和が左右眼それぞれ８０度以下のもの 

③ 両眼開放視認点数が７０点以下のもの 

5 級 

① 視力の良い方の眼の視力(※１)が 0.2 かつ他方の眼の視力が 0.02 以下のもの 

② 両眼による視野の２分の１以上が欠けているもの 

③ 両眼中心視野角度(※３)が５６度以下のもの 

④ 両眼開放視認点数が７０点を超えかつ１００点以下のもの 

⑤ 両眼中心視野視認点数が４０点以下のもの 

6 級 視力の良い方の眼の視力(※１)が 0.3 以上 0.6 以下かつ他方の眼の視力が 0.02 以下のも

の 

7 級  

※１ 万国式試視力表によって測ったものをいい、屈折異常のある者については、矯正視力につい

て測ったものをいう。 

※２ Ⅰ/4 視標による。 

※３ Ⅰ/2 視標による。 
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聴

覚

ま

た

は

平

衡

機

能

の

障

害 

聴

覚

障

害 

1 級  

2 級 両耳の聴力レベルがそれぞれ 100 デシベル以上のもの（両耳全ろう） 

3 級 
両耳の聴力レベルが 90 デシベル以上のもの（耳介に接しなければ大声語を理解

し得ないもの） 

4 級 

① 両耳の聴力レベルが 80 デシベル以上のもの（耳介に接しなければ話声語を理

解し得ないもの） 

② 両耳による普通話声の最良の語音明瞭度が 50 パーセント以下のもの 

5 級  

 

6 級 

① 両耳の聴力レベルが 70 デシベル以上のもの（40 センチメートル以上の距離

で発声された会話語を理解し得ないもの） 

② 一側耳の聴力レベルが 90 デシベル以上、他側耳の聴力レベルが 50 デシベル

以上のもの 

7 級  

平

衡

機

能

障

害 

1 級  

2 級 

3 級 平衡機能の極めて著しい障害 

4 級  

5 級 平衡機能の著しい障害 

6 級  

7 級 

音
声
機
能
、
言
語
機
能
ま
た

は
そ
し
ゃ
く
機
能
の
障
害 

1 級  

2 級 

3 級 音声機能、言語機能またはそしゃく機能の喪失 

4 級 音声機能、言語機能またはそしゃく機能の著しい障害 

5 級  

6 級 

7 級 
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肢

体

不

自

由 

上 
 

 
 

 
 

肢 

1 級 
① 両上肢の機能を全廃したもの 

② 両上肢を手関節以上で欠くもの 

2 級 

① 両上肢の機能の著しい障害 

② 両上肢のすべての指を欠くもの 

③ 一上肢を上腕の 2 分の 1 以上で欠くもの 

④ 一上肢の機能を全廃したもの 

3 級 

①  両上肢のおや指及びひとさし指を欠くもの 

②  両上肢のおや指及びひとさし指の機能を全廃したもの 

③ 一上肢の機能の著しい障害 

④ 一上肢のすべての指を欠くもの 

⑤ 一上肢のすべての指の機能を全廃したもの 

4 級 

① 両上肢のおや指を欠くもの 

② 両上肢のおや指の機能を全廃したもの 

③ 一上肢の肩関節、肘関節または手関節のうち、いずれか一関節の機能を全廃したも

の 

④  一上肢のおや指及びひとさし指を欠くもの 

⑤  一上肢のおや指及びひとさし指の機能を全廃したもの 

⑥ おや指またはひとさし指を含めて一上肢の三指を欠くもの 

⑦ おや指またはひとさし指を含めて一上肢の三指の機能を全廃したもの 

⑧ おや指またはひとさし指を含めて一上肢の四指の機能の著しい障害 

5 級 

① 両上肢のおや指の機能の著しい障害 

② 一上肢の肩関節、肘関節または手関節のうち、いずれか一関節の機能の著しい障害 

③ 一上肢のおや指を欠くもの 

④ 一上肢のおや指の機能を全廃したもの 

⑤ 一上肢のおや指及びひとさし指の機能の著しい障害 

⑥ おや指またはひとさし指を含めて一上肢の三指の機能の著しい障害 

6 級 

① 一上肢のおや指の機能の著しい障害 

② ひとさし指を含めて一上肢の二指を欠くもの 

③ ひとさし指を含めて一上肢の二指の機能を全廃したもの 

7 級 

① 一上肢の機能の軽度の障害 

② 一上肢の肩関節、肘関節または手関節のうち、いずれか一関節の機能の軽度の障害 

③ 一上肢の手指の機能の軽度の障害 

④ ひとさし指を含めて一上肢の二指の機能の著しい障害 

⑤ 一上肢のなか指、くすり指及び小指を欠くもの 

⑥ 一上肢のなか指、くすり指及び小指の機能を全廃したもの 

下 
 

 
 

 

肢 

1 級 
① 両下肢の機能を全廃したもの 

② 両下肢を大腿の 2 分の 1 以上で欠くもの 

2 級 
① 両下肢の機能の著しい障害 

② 両下肢を下腿の 2 分の 1 以上で欠くもの 

3 級 

① 両下肢をショパール関節以上で欠くもの 

② 一下肢を大腿の 2 分の 1 以上で欠くもの 

③ 一下肢の機能を全廃したもの 
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肢

体

不

自

由 

下 
 

 
 

 
 

肢 

4 級 

① 両下肢のすべての指を欠くもの 

② 両下肢のすべての指の機能を全廃したもの 

③ 一下肢を下腿の 2 分の 1 以上で欠くもの 

④ 一下肢の機能の著しい障害 

⑤ 一下肢の股関節または膝関節の機能を全廃したもの 

⑥ 一下肢が健側に比して、10 センチメートル以上または健側の長さの 10 分の 1 以   

上短いもの 

5 級 

① 一下肢の股関節または膝関節の機能の著しい障害 

② 一下肢の足関節の機能を全廃したもの 

③ 一下肢が健側に比して 5 センチメートル以上または健側の長さの 15 分の 1 以上

短いもの 

6 級 
① 一下肢をリスフラン関節以上で欠くもの 

② 一下肢の足関節の機能の著しい障害 

7 級 

① 両下肢のすべての指の機能の著しい障害 

② 一下肢の機能の軽度の障害 

③ 一下肢の股関節、膝関節または足関節のうち、いずれか一関節の機能の軽度の障害 

④ 一下肢のすべての指を欠くもの 

⑤ 一下肢のすべての指の機能を全廃したもの 

⑥ 一下肢が健側に比して 3 センチメートル以上または健側の長さの 20 分の 1 以上

短いもの 

体 
 

 

幹 

1 級  体幹の機能障害により坐っていることができないもの 

2 級 
① 体幹の機能障害により坐位または起立位を保つことが困難なもの 

② 体幹の機能障害により立ち上がることが困難なもの 

3 級  体幹の機能障害により歩行が困難なもの 

4 級  

5 級  体幹の機能の著しい障害 

6 級  

7 級 

乳
児
以
前
の
非
進
行
性
の
脳
病
変
に
よ
る
運
動
機
能
障
害 

上
肢
機
能 

1 級 不随意運動・失調等により上肢を使用する日常生活動作がほとんど不可能なもの 

2 級 不随意運動・失調等により上肢を使用する日常生活動作が極度に制限されるもの 

3 級 不随意運動・失調等により上肢を使用する日常生活動作が著しく制限されるもの 

4 級 不随意運動・失調等による上肢の機能障害により社会での日常生活活動が著しく

制限されるもの 

5 級 不随意運動・失調等による上肢の機能障害により社会での日常生活活動作に支障

のあるもの 

6 級 不随意運動・失調等により上肢の機能の劣るもの 

7 級 上肢に不随意運動・失調等を有するもの 

移
動
機
能 

1 級 不随意運動・失調等により歩行が不可能なもの 

2 級 不随意運動・失調等により歩行が極度に制限されるもの 

3 級 不随意運動・失調等により歩行が家庭内での日常生活活動に制限されるもの 

4 級 不随意運動・失調等により社会での日常生活活動が著しく制限されるもの 

5 級 不随意運動・失調等により社会での日常生活活動に支障のあるもの 

6 級 不随意運動・失調等により移動機能の劣るもの 

7 級 下肢に不随意運動・失調等を有するもの 
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心
臓
、
じ
ん
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
ま
た
は
ぼ
う
こ
う
若
し
く
は
直
腸
、
小
腸
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
若
し
く
は
肝
臓
の
機
能
の
障
害 

心

臓

機

能

障

害 

1 級 心臓の機能の障害により自己の身辺の日常生活活動が極度に制限されるもの 

2 級  

3 級 心臓の機能の障害により家庭内での日常生活活動が著しく制限されるもの 

4 級 心臓の機能の障害により社会での日常生活活動が著しく制限されるもの 

5 級  

6 級 

7 級 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

1 級 じん臓の機能の障害により自己の身辺の日常生活活動が極度に制限されるもの 

2 級  

3 級 じん臓の機能の障害により家庭内での日常生活活動が著しく制限されるもの 

4 級 じん臓の機能の障害により社会での日常生活活動が著しく制限されるもの 

5 級  

6 級 

7 級 

呼
吸
器
機
能
障
害 

1 級 呼吸器の機能の障害により自己の身辺の日常生活活動が極度に制限されるもの 

2 級  

3 級 呼吸器の機能の障害により家庭内での日常生活活動が著しく制限されるもの 

4 級 呼吸器の機能の障害により社会での日常生活活動が著しく制限されるもの 

5 級  

6 級 

7 級 

ぼ
う
こ
う
又
は 

直
腸
の
機
能
障
害 

1 級 
ぼうこう又は直腸の機能の障害により自己の身辺の日常生活活動が極度に制限さ

れるもの 

2 級  

3 級 
ぼうこう又は直腸の機能の障害により家庭内での日常生活活動が著しく制限され

るもの 

4 級 
ぼうこう又は直腸の機能の障害により社会での日常生活活動が著しく制限される

もの 

5 級  

6 級 

7 級 

小

腸

機

能

障

害 

1 級 小腸の機能の障害により自己の身辺の日常生活活動が極度に制限されるもの 

2 級  

3 級 小腸の機能の障害により家庭内での日常生活活動が著しく制限されるもの 

4 級 小腸の機能の障害により社会での日常生活活動が著しく制限されるもの 

5 級  

6 級 

7 級 

肝

臓

機

能

障

害 

1 級 肝臓の機能の障害により日常生活活動がほとんど不可能なもの 

2 級 肝臓の機能の障害により日常生活活動が極度に制限されるもの 

3 級 
肝臓の機能の障害により日常生活活動が著しく制限されるもの（社会での日常生 

活活動が著しく制限されるものを除く） 

4 級 肝臓の機能の障害により社会での日常生活活動が著しく制限されるもの 

5 級  

 6 級 

7 級 
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【注意点】 

・ 同一の等級について２つの重複する障害がある場合は、１級上の級とする。ただし、２つの重

複する障害が特に本表中に指定されているものは、該当等級とする。 

・ 肢体不自由においては、7 級に該当する障害が 2 以上重複する場合は、6 級とする。 

・ 異なる等級について 2 以上重複する障害がある場合については、障害の程度を勘案して当該等

級より上位の等級とすることができる。 

・ 「指を欠くもの」とは、親指については指骨間関節、その他の指については第一指骨間関節以

上を欠くものをいう。 

・ 「指の機能障害」とは、中手指節関節以下の障害をいい、親指については、対抗運動障害も含

むものとする。 

・ 上肢または下肢欠損の断端の長さは、実用長（上腕においては腋窩より、大腿においては坐骨 

 結節の高さより計測したもの）をもって計測したものをいう。 

・ 下肢の長さは、前腸骨棘より内くるぶし下端までを計測したものをいう。 

●知的障害（愛の手帳）判定基準表 

１８歳未満の方は江東児童相談所、１８歳以上の方は東京都心身障害者福祉センターでの判定と

なります。（26 ページ参照） 

（１） 総合判定基準表 

※プロフィールとは、程度判定時に 1 から 4 段階で示される能力や行動などの項目一覧をいいます。 

 

 

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス 

に
よ
る
免
疫
機
能
障
害 

１級 ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害により日常生活がほとんど不可

能なもの 

２級 ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害により日常生活が極度に制限さ

れるもの 

３級 
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害により日常生活が著しく制限さ

れるもの（社会での日常生活活動が著しく制限されるものを除く） 

４級 
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害により社会での日常生活活動が

著しく制限されるもの 

５級  

６級 

７級 

区分 判定内容 

1 度 

（最重度） 

各種診断の結果、知的障害の程度が処遇上「最重度」と判定され、またプロフィー

ルが概ね「1」程度のものに該当するもの。 

2 度 

（重 度） 

各種診断の結果、知的障害の程度が処遇上「重度」と判定され、またプロフィール

が概ね「2」程度のものに該当するもの。 

3 度 

（中 度） 

各種診断の結果、知的障害の程度が処遇上「中度」と判定され、またプロフィール

が概ね「３」程度のものに該当するもの。 

4 度 

（軽 度） 

各種診断の結果、知的障害の程度が処遇上「軽度」と判定され、またプロフィール

が概ね「４」程度のものに該当するもの。 

そ
の
他 

（程度不明） 
各種診断の結果、知的障害の程度が判定不能で、またプロフィールについても、そ

の程度の判定が非常に困難であるときは「程度不明」とする。 

（非該当） 前各号に該当しないと判定したときは、「非該当」とする。 

備 考 総合判定のプロフィールに基づき、被判定者の年齢を十分考慮し、決定すること。 


